
＜令和 6年度春季 日本水産学会水産環境保全委員会企画シンポジウム＞ 

農林水産業の気候変動影響評価手法と水産分野における将来予測・適応策 

― 水産分野における課題と展望― 

 

日時・場所：令和 6 年 3 月 27 日（水） 09:30－17:30 第１会場 
開催方法：対面とオンライン（Zoom）のハイブリッド 
企画責任者：木所英昭・瀬藤 聡・筧 茂穂（水産機構資源研）・鬼塚 剛（水産機構技術研） 
 
09:30－09:35 開会の挨拶                 水産環境保全委員会 委員長 
09:35－09:40 趣旨説明           木所英昭（水産機構資源研） 
 
Ⅰ．農林水産業の気候変動影響評価・適応策      座長：木所英昭（水産機構資源研） 
09:40－10:15 1．IPCC の報告書における農業・食料分野の影響評価・適応策 

長谷川利拡（農研機構） 
10:15－10:50 2．農業分野の影響評価に用いるデータセットと影響評価・適応策 

西森基貴（農研機構） 
10:50－11:25 3．日本周辺の海洋環境データセットの整備と今後の計画 

石川洋一（海洋研究開発機構） 
11:25－12:00 4．気候変動の影響を考慮した資源管理方策の検討      北門利英（東京海洋大） 
 
12:00－13:00 昼休み 
 
Ⅱ．水産分野における将来予測と適応策の事例          座長：堀 正和（水産機構資源研） 
13:00－13:25 1．水産分野の気候変動評価に必要な海洋環境データセット  

瀬藤聡・木所英昭・奥西武・井桁庸介・高見秀輝・筧茂穂・堀正和・八木佑太・川内陽平・ 
鈴木勇人（水産機構資源研）・吉田吾郎・島袋寛盛・鬼塚剛・須藤健二（水産機構技術研）・ 

矢野寿和（水産機構水大校） 
13:25－13:50 2．三陸におけるワカメ養殖業の将来予測と適応策 

筧 茂穂・瀬藤 聡・木所英昭（水産機構資源研）・鬼塚 剛（水産機構技術研） 
13:50－14:15 3．瀬戸内海におけるワカメ養殖業の将来予測と適応策 

鬼塚 剛・吉田吾郎・島袋寛盛（水産機構技術研）・竹中彰一・田村稔治（愛媛県）・ 
筧 茂穂・瀬藤 聡（水産機構資源研）・郭 新宇（愛媛大）・東 博紀（国環研） 

14:15－14:40 4．日本周辺海域の藻場生態系の将来予測と適応策   
須藤健二・島袋寛盛（水産機構技術研） 

14:40－15:05 5．日本周辺海域におけるアワビ資源の将来予測と適応策  
堀 正和・高見秀輝（水産機構資源研）・須藤健二・島袋寛盛（水産機構技術研） 

 
15:05－15:20 休憩 
                               座長：筧 茂穂（水産機構資源研） 
15:20－15:45 6．日本周辺海域における底魚資源の分布変化 

  八木佑太・川内陽平・鈴木勇人・瀬藤 聡・木所英昭（水産機構資源研）・ 
矢野寿和（水産機構水大校）  

15:45－16:10 7．東北海域における底魚資源の分布の将来予測 
  鈴木勇人・八木佑太・川内陽平・瀬藤 聡・木所英昭（水産機構資源研）・ 

矢野寿和（水産機構水大校） 



16:10－16:35 8．社会経済シナリオを用いた日本の水産業の将来予測と適応策 
   木所英昭・瀬藤 聡（水産機構資源研）・須藤健二（水産機構技術研） 

 
16:35－16:45 休憩 
 
Ⅲ. 総合討論        
16:45－17:25 総合討論      進行：木所英昭（水産機構資源研） 
17:25－17:30  閉会の挨拶          水産環境保全委員会 副委員長 
 

企画の趣旨 
 

令和 5 年夏の猛暑による農業への影響が米の品

質低下を始めとして顕在化している。また、地球

温暖化による海水温の上昇に加えて常磐、三陸沖

では、黒潮続流の大蛇行によって水温が非常に高

い状態が続くと共に、これらの海域では南方系の

魚の来遊量、漁獲量の増加がみられている。この

ような気候変動による農林水産業への影響が近

年特に顕在化し、国民の関心が高まっている。我

が国の気候変動による影響に関しては、気候変動

適応法の施行後、環境省によって概ね 5 年ごとに

気候変動影響報告書として総合的に報告される

こととなった。また、令和 2 年度からは影響評価

報告書に寄与することを目的として、環境総合推

進費による研究プロジェクト「気候変動影響予

測・適応評価の総合的研究（S18）」が推進されて
いる。この研究プロジェクトでは、共通の気候シ

ナリオと社会・経済シナリオを用いて、我が国の

各分野における影響を総合的に評価することを

目標としており、農林水産業の研究テーマも設け

られている。しかし、同じ農林水産分野において

も陸上の気象データや水利用・土地利用データを

用いる農業と、水温をはじめとする海洋のデータ

を用いる水産業では、将来予測に用いるデータセ

ットが大きく異なり、利用可能な海洋のデータは

陸上のデータに比べて限定的である。また、適応

策の検討においても、養殖業は品種改良や飼育方

法・対象品目の変更など農業と同様である一方、

天然資源を利用する漁業では資源管理の考え方

も含めて農業とは異なった視点での適応策が必

要となる。以上のように、同じ一次産業である農

林水産業においても農業と水産業では気候変動

による影響の予測手法が大きく異なっている。そ

こで本シンポジウムでは、S18 のプロジェクトで

行われている農林水産業の研究を具体例として、

まず気候変動による将来予測・適応策における農

業と水産業の相違を整理する。そして、水産業の

課題で開発された将来予測手法や適応策をもと

に水産分野の研究で特に強化が必要な課題を抽

出すると共に、農業分野とも連携しながら水産業

のよりよい将来予測と適応策を検討することを

目的として開催する。 
 
 
 

 


